
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校１年社会 解答及び配点一覧 Ｎｏ．１」

※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 十分満足できる解答状況 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況

① (1) 関心 ○記号，国名を正確に記述してお ３ ○記号，国名を正確に記述しており，選ん ５□１
２３ 意欲 り，理由も記述しているが，そ だ国に関連する事柄を記述している。

ア：インド点 態度 の国に関連していない。

イ：中華人民共和国(中国)(他の国でもあてはまる場合)

ウ：大韓民国(韓国)

エ：アメリカ合衆国(アメリカ)○記号，国名が正確に記述されて ２

オ：ブラジルいる。

（例）中国は，昔から日本と関係が深い国

だと聞いています。中国からどんな文化が

伝わってきたかを調べてみたいと思ったから

です。

② (2) ① 知識 ３本初子午線(ほんしょしごせん)

理解 ※ひらがな可

③ ② 技能 ○北極海上を通過していないが， ３ ○ロシア上空から北極海にかけて弧を描い ５

ロシア上空に弧を描いている。 ている。

直線で結んでいるものは不可

④ (3) 技能 ○緯度，経度のどちらか１つが正 ３ 緯度： ６南緯１５度

西経４５度解している。 経度：

⑤ 思考 ４正男 (さん)

(4) 判断

表現

【授業改善の視点】

小学校で学習した知識を中学校の地理的分野の学習へとつなげていくことが重要である。具体的には，地理学習の基礎とな

る地図や地球儀を積極的に活用し，地図の読図や作図，地図を使って説明する言語活動を積極的に取り入れるようにする。

⑥ (1) 知識 ○２つのうち，どちらか１つが正 ２ 気候帯： ※ひらがな可 ４□２ 亜寒帯（冷帯）

Ｂ１９ 理解 解している。 紹介文：

点

⑦ (2) ① 技能 ： ２【資料： 】記号○あ ウ

オ【資料： 】記号○い ：

⑧ ② 思考 ○(2)①の記号は間違っているが ２ ４， 【資料 】○あ
暑いので，家の風通しがよくなるよ判断 理由のみ正解の場合２点。 理由：

うに，工夫されているから。表現

【資料 】○い
高地で，強い日差しをさけるため，理由：

帽子をかぶっているから。

アルパカ(リャマでも可)を飼ってい

るから。

⑨ (3) 知識 ※ひらがな可 ３遊牧(ゆうぼく)

理解



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校１年社会 解答及び配点一覧 Ｎｏ．２」

※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 配点 十分満足できる解答状況 配点やや満足及び概ね満足できる解答状況

⑩ (4) 思考 ○世界の人々は，生活している地 ４ ○世界の人々が 「気候」に応じた生活を ６，

判断 域によって，それぞれ異なる生 していることを「衣 ・ 食 ・ 住」の」「 」「

表現 活をしていることを記述してい いずれかから記述している。

(例)世界の人々は，それぞれの地域の気候る。

。○世界の人々の生活についての気 ２ に適した家や衣服など工夫をしている

(例)世界の人々は，それぞれの地域でとれづきを簡単に記述している。

るものを伝統的な食べ物として食べて

いる。

(例)暑い地域の人たちは，暑さをしのげる

ように風通しのよい家に住んでいる。

【授業改善の視点】

それぞれの地域の人々の生活の様子について，資料や気温と降水量を示した図を活用しながら，自然条件・社会条件と関連

， ， 。させて考察させ その生活や環境の多様性について説明したり 意見交換したりできるような言語活動を積極的に取り入れる

⑪ (1) 知識 ３□３ ・季節風(モンスーン)

１８ 理解

点

⑫ (2) 技能 ３・原油(石油)

⑬ (3) 技能 ○１つの国のみグラフ化している ３ ○２国の数値を正確にグラフ化している。 ６。

※ 多少の誤差は正解とする。

⑭ (4) 思考 ○テーマの記号と選んだ資料に関 ３ ○テーマの記号と選んだ資料に関連があり，テ ６

判断 連があるが，１つの資料からの ーマに関連した説明を記述している。

１・４】表現 み，記述している。 ・ア：アジアの工業化：【

日本に比べて中国や東南アジアなどは

賃金が安いため，多くの企業が進出し，○テーマの記号と選んだ資料に関 ２

おもな製品の生産においてもアジアがか連がある。

なりの割合を占めている。

【 】・イ：多様な文化をもつアジア： ３・６

アジアにはたくさんの言語があり，信

仰している宗教もさまざまである。たく

さんの文化が入り交じっている。

２・５】・ウ：アジアの人口：【

世界の人口の推移を見ると，アジアの

人口は急激に増加しており，全世界のな

かでも高い割合をしめている。

【授業改善の視点】

地理情報の活用に関する技能を習得するために，地図化・グラフ化などをくり返し学習したり，いくつかの資料を活用して

関連付けて説明したりする言語活動を積極的に取り入れる。

アジアにおける平均賃金
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平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校１年社会 解答及び配点一覧 Ｎｏ．３」
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

連番 大問 中問 小問 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 配点 十分満足できる解答状況 配点

⑮ ４ (1) から２つ ２知識理解 Ａ Ｂ Ｇ Ｈ

⑯ １１ (2) 関心 ○２人の人物に共通するテーマを記述して ３ ○人物名と３人の人物に共通する適切な ６

点 意欲 いる （１人は間違っている） テーマを記述している。。

・将軍になった人物第度

Ｂ Ｇ Ｈ

・文化の発展に貢献した人物○テーマを記述しているが，３人に共通す ２

Ｃ Ｊ Ｌ （Ｄ）るテーマになっていない。

・日本に大きな影響を及ぼした外国人

Ｅ Ｆ Ｉ

・海外に渡った日本人○３人を選んでいるが，テーマを記述して １

Ｄ Ｌ Ｍいない。

⑰ (3) 知識 ○各１点 ３ア：Ｋ Ｍ

イ：Ｇ Ｈ Ｌ理解

※各項目１つずつ選ぶウ：Ｄ Ｉ

⑱ ５ (1) 思考 ○稲作が行われるようになったことと食料 ３ ○稲作が行われるようになったことと食 ６

判断 が貯蔵できるようになったことのいずれ 料が貯蔵されるようになったことで，

１７ 表現 か１つを記述している。 生活が安定したことを記述している。

・稲作が行われるようになったから。 ・縄文時代は採集や狩り中心の生活だっ点

・高床倉庫で食料が貯蔵できるようになっ たが,弥生時代は稲作が行われ 高床倉，

たから 庫で貯蔵されることで確実に食料を得

られるようになったから。

⑲ (2) ① ２知識理解 ・邪馬台国 ひらがな可

⑳ ② ・ ３思考判断 Ｂ→Ｃ→Ａ

表現

③ 技能 ○対等な関係をつくろうとしたことのみを ３ ○中国の権威を借りた体制から対等な関 ６㉑

。記述している。 係を作ろうとしたことを記述している

・対等な関係をつくろうとした。 ・中国に対してあいさつにいったり，み

，・みつぎ物を持っていくことやあいさつに つぎ物を持って行ったりする関係から
いくことをやめようとした。 対等な関係をつくろうとしている。

【授業改善の視点】
古代日本の外交関係を中国の書物の記述から考える学習を行い，その特徴や変化を文章や図などでまとめる言語活動を取り入

れる。

６ (1) 技能 ○天皇中心の国づくりと指示が地方まで届 ２ ○中央の指示が地方まで届く中央集権国 ４㉒

くことのいずれか１つを記述している。 家を目指したことを記述している。

・天皇中心の国 ・天皇を中心とした国で，中央（天皇）１２

。点 ・天皇の命令にしたがう国 の指示に地方がしたがう国を目指した

(2) ① ２㉓ 知識理解 ○平城京（漢字のみ）

② 思考 ○３つの語句のうち,２つを使って記述し ４ ○人口増加による口分田不足にともない, ６㉔

判断 ている。 土地の私有を認めることで農民の開墾

表現 意欲を高めて税収入を得ようとしてい・人口が増えて口分田が足りなくなったの

ることを記述している。で,新たに開墾した土地は自分のものに

してよいことになった。 ・人口が増えて，農民に与える口分田が

・新たに開墾した土地の私有を認めて農民 足りなくなってきたので，新たに開墾

の意欲を高め,税収入を増やそうとした した土地の私有を認めて農民の意欲を。

高め,税収入を増やそうとした。○３つの語句のうち，１つだけ使って記述

している。 ２

。・人口が増えて口分田が足りなくなったから

・新たに開墾した土地は自分のものにして

よいことになったから。

・税収入を増やすため。


